
（１３１） 動詞語幹 ＋ xkdufw,f  
＝ ～する価値がある 

vm;&Id;a&ylprf;[mwpfcgoGm;Munfh 

xkdufw,f/ 
（ラショー温泉は、一度行ってみる価値がある） 

 

 

（１３２） 用言の原形 ＋ r[kwfvm;  

＝ ～じゃないですか （抗議・確認） 

jywif;aygufzGifh&ifcsrf;w,fr[kwfvm;/ 
（窓を開けたら寒いじゃないですか！） ← 抗議 

 

ucsifjynfe,fxJrSmawmYawmifrsm; 

w,fr[kwfvm;/ 
（カチン州内には山が多いじゃないですか） ← 確認 

 

 



（１３３） &ifeifheifheJY ＝ 不満げに 

oluawmUjywif;ayguftem;rSm&yfNyD; 

&ifeifheifheJYreufjzeftaMumif;ukdpOf;pm;

aew,f/ 
（彼は窓際に立ち、不満げに明日のことを考えている） 

 

 

(１３４)  at;yg[,f ＝ 「なるほどねぇ」  

A ：olruawmYtJ'DtcsufukdvdrfajymwJh 

pum;vkdYrxifbJoleJYvufxyf&Smwm 

aygh/ 
（彼女ったら、その情報をうそとは思わないまま、彼

と結婚しちゃったのよ） 

B ： at;yg[,f/ 
 （なるほどねぇ） 

 



（１３５） bmukdrSraxmufxm;bJ  
＝ なりふりかまわず 

oluawmYtaza&m*geJYaq&kHwufae&ufeJY

bmukdrSraxmufxm;bJ&efukefoGm;w,f/ 
（彼は父親が病気で入院しているにもかかわらず、なり

ふりかまわずヤンゴンに行った） 

 

(１３６） 動詞語幹 ＋ apcsifw,f ＝ ～してもらいたい 

（「～させたい」と同じ表現を使う） 

orD;ukdcyfapmapmaq&kHrStdrfjyefapcsif

w,f/ （娘には、早めに家に戻ってもらいたい） 

 

（１３７） ajcmufwD;ajcmufcsuf ＝ かろうじて 

tckwavm0vmayrJh'D*sifabmifbD[m 

ajcmufwD;ajcmufcsuf0wfEkdifw,f/ 
（最近太ったが、このジーパンはかろうじてはける） 



 (１３８) tyifyef;cH ＝ いっしょうけんめい 

（解説） yifyef;w,f「苦しい」の語幹yifyef;に

t が付くと名詞化されてtyifyef;「苦しみ」

となる。cHw,f「受ける、こうむる」の語幹cH
だけで用いると「受けて」という連用表現になる。 

したがって、tyifyef;cH は直訳すると「苦し

みを受けて」となるが、「いっしょうけんめい」の

意味で用いられる。 
 

uRefawmfuawmYaq&kHwufwJholi,fcsif;

ukdtyifyef;cHoGm;awGUw,f/ 
（私は、入院した友人に、いっしょうけんめい会いに行った） 

 

 

 

 



（１３９） 動詞語幹 ＋ vkdaZmESifh ＝ ～したい一心で 

olwkdY[m&efukefrSmtvkyf&SmvkdaZmESifh 

tdrfuaexGufoGm;wmaygh/ 
（彼等は、ヤンゴンで仕事を探したい一心で家を出たの

である） 

 

 

（１４０） tpkpktcsufcsuf ＝ さまざま、それぞれ 

tdrfaxmifjyKwJhtouf[mvlwdkif; 

tpkpktcsufcsufjzpfw,f/  

（結婚する年齢は、人によってそれぞれである） 

 

 

 

 

 

 


